
　装飾品や小物も、ヒンヤリ感のあるものや夏らしい季節感のあるものをチョイスして。ガラス製やス
テンレス製の置物を飾る、貝殻をお皿代わりに使う、ビー玉をガラス鉢に入れて飾る、といった演出も
良いでしょう。フラワーアレジメントは、たくさんの花を使うより、種類と色を絞ってアレンジしたほうが
涼しげでスタイリッシュです。例えば、ガラスの花器に水を張り、切り取った花を数輪浮かべる、ステン
レス製の花器にグリーンのみを飾るといったアレンジがオススメです。昔ながらの風鈴で涼やかな音
を演出したり、アロマセラピーでミント系や柑橘系の爽やかな香りを楽しむといったように、聴覚や嗅
覚で感じる清涼感も工夫すると、一層夏が快適になるはずです。

6

　蒸し暑い夏を少しでも快適に過ごすために、身のまわりのちょっとしたも
のを夏仕様にチェンジして、インテリアに清涼感を演出したいもの。まず、
色使いは、白、青、緑、グレーなどの寒色系を基調にすると良いでしょう。さ
まざまなインテリアアイテムの素材にもこだわり、視覚、触覚の両面で清涼
感を感じるものをチョイスしましょう。

　カーテン、テーブルクロス、ラグマットなどのファブリック類は、綿や麻などのさらっとした肌ざわり
のナチュラル素材が最適。カーテンやテーブルクロスは、透け感のある綿オーガンジーやレースを取
り入れたデザイン、ストライプ柄など、見た目にも涼しげなものを選びましょう。ラグマットは、い草や
竹などで作られた、ちょっとエスニックな雰囲気のものも夏にピッタリです。

五感に涼しい夏のインテリア

「シンサナミ リフォームcafe」
8月２3日、２4日　１０時～１６時まで
シンサナミ横浜本社１階インフォプラザ横浜にて 　　(今月はバニラアイスです)

お茶とお菓子とともに、住まいのお悩みを解決♪

●色、素材、演出を工夫して夏仕様に！ 本格的な家庭菜園を行なうなど、自然と触れ合う

機会が多い施主様の生活環境に着目し、収納力

抜群で使い勝手も良い、無垢素材のシステムキッ

チンを提案。雑然としたキッチンがまとまるよう

に、キッチン内に大容量の収納棚を新たに造作し

ました。「部屋がすっきりしたので気持ちも明るく

なりました」とお施主様にも大好評です。

ご高齢で足腰が悪くなり、リフォーム前は和

室との段差でつまづく事が多かったお施主

様。またその和室も、6畳間と8畳間の2部屋

に別れていたので不便な生活を強いられて

いたのだそう。今回のリフォームでは、「バリ

アフリー」と「収納」という2つのテーマにス

ポットを当て、プランニングさせていただき

ました。バリアフリーにするため上吊り戸に、

また施主様の愛猫が壁を引っ掻いても大丈

夫なように、壁材には硬い素材を使用するな

ど、細かいところにも配慮しました。

リフォーム現場の今を知る。

施工現場レポート
当社ホームページにて更新中！


